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八王子市高尾５９９ミュージアム管理運営業務要求水準書 

 

１ 目的 

この八王子市高尾599ミュージアム管理運営業務要求水準書（以下「水準書」という。）

は、高尾５９９ミュージアム（以下「ミュージアム」という。）の指定管理者が行う管理

運営の基準及び業務内容等について定めることを目的とする。 

 

２ 基本的な考え方 

指定管理者は、ミュージアムを管理運営するにあたり、次に掲げる事項に留意すること。 

（１）関係する法令、条例等の規定を遵守し、利用者が安全かつ平等に利用できること。 

（２）ミュージアムは、「観光」「学習」「交流」機能を有する「観光施設」であることか

ら、この基本方針を十分に理解し、適正に管理運営すること。 

（３）地域住民や来館者等の意見、要望を考慮し、適切に運営すること。 

（４）デザイン性に配慮した居心地の良い空間の提供等、国内外の観光客やメディアを

はじめ様々な方面から好評を得ている現状の管理運営スタイルを継続し発展させ

ること。 

（５）ミュージアムの管理運営に係る個人情報の保護を徹底すること。 

 

３ 管理する施設の概要 

（１）施設の名称  高尾５９９ミュージアム 

（２）所 在 地  八王子市高尾町２４３５番地３ 

（３）開 設 日  平成２７年８月１１日 

（４）施設の目的  高尾山を中心とした豊かな自然及び歴史に関する展示等を通じて、

市民の自然及び歴史に関する知識の向上に資するとともに、人々の

交流と地域のにぎわいの創出に寄与すること。 

（５）敷 地 面 積  ６３１０．６３平方メートル 

          （ただし、管理区域の面積は、高尾森林ふれあい推進センター

建物及び付帯設備を除く） 

（６）建 物 概 要  構  造  鉄筋コンクリート造 一部鉄骨造 ２階建 

建築面積  １２６０．４５平方メートル 

延床面積  １４４１．６７平方メートル 

（７）施設の内容  １階 展示施設（キッズコーナー含む）、休憩施設（カフェ、ショ 

ップ、くつろぎスペース）、事務室、防災倉庫、授乳室、 
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トイレ（男・女・だれでもトイレ）等 

２階 交流施設（市民ギャラリー）、トイレ（男・女・だれでもト

イレ）等 

広場 芝生広場、じゃぶじゃぶ池、モニュメント（ベンチ、時計 

   台）等 

道路 道路区域（３７２．７３平方メートル） 

※ 別紙平面図参照（１階・２階・外構） 

※ 駐車場・駐輪場の設置なし 

※ ミュージアムは、博物館法上の登録博物館または博物館相当

施設に該当しないため、これらの施設に求められる、温度・湿

度の一定管理等の空調機能を有さない 

（８）休 館 日  休館日は設けないものとする。ただし、メンテナンスによる休

館等、やむを得ない理由の場合はこの限りでない。 

※メンテナンス等の理由による休館は年間８日程度を想定 

（９）開 館 時 間  開館時間は下表を基本とする。 

 

区分 利用時間 

展示施設 

休憩施設 

交流施設 

４月から１１月まで 

午前８時から午後５時まで 

１２月から３月まで 

午前８時から午後４時まで 

※ 休憩施設のうち、カフェについては、午

前 11時から閉館まで（ラストオーダーは

閉館 30 分前まで）の営業時間を厳守する

こと。 

※ カフェ以外について、スポット的なイベ

ント実施の場合には、開館時間を越える

ことも可能。ただし、騒音等の問題も生

じるため、地元団体・住民等への説明に

ついては指定管理者が行うこと。 

  なお、この場合であっても、当該延長開

館時間が恒常的な取り扱いとならないよ

う留意すること。 
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（10） 運営状況  ミュージアムの運営状況の概要は、募集要項記載のとおり 

（11） 受賞履歴 

    ミュージアムは、開館以来、以下の国内外の各賞を受賞しており、展示物だけでな

く館内パンフレット、ミュージアムグッズ、紙ナプキン等、カフェ消耗品も含めたカ

フェ運営、適正に管理された芝生広場など総合的な空間構築が評価されている。した

がって、これら受賞の際に評価された「ミュージアムコンセプトに徹底的に配慮した

一貫性のある管理運営」を行うこと。 

    ・ グッドデザイン賞 2016ベスト 100 

    ・ 日本サインデザイン賞 2016 優秀賞 

    ・ One Show 2016 銅賞 

    ・ ニューヨーク ADC賞 2016 金賞 

    ・ JAGDA賞 2016（複合部門）      等 

（12）展示概要 

   展示の概要は、次ページ及び別紙展示配置概要図のとおり。なお、館内サイン・ロ

ゴなどと同様、明確なミュージアムイメージ、ブランドを創り出すべく、展示物は全

て一貫したトーン、デザインで制作されている。 

 

項 目 概 要 資料形態等 備 考 

什器展示 

・NATURE COLLECTION 

（ネイチャーコレクション） 

１６台の什器（約 H900mm

×W1900mm×D770mm）

による標本・資料展示 

 

・植物等アクリル封入標本 

（アクリル樹脂に封入した植

物やキノコの標本。この他、触

れる展示什器の中には、ドング

リ等の木の実も展示） 

展示什器は可動式のた

め、イベント実施時、災

害時の緊急時等に、移動

させることが可能 

・昆虫標本 

・高尾山ジオラマ 

・高尾山ルートグラフィック

（599GUIDE の高尾山ルート

ガイドを補完するもの） 
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項 目 概 要 資料形態等 備 考 

映像展示 

・NATURE WALL 

（ネイチャーウォール） 

中央にブナの木のホワイト

レリーフを設置した壁面に

哺乳類の剥製等を設置し、そ

こに対し、高尾山の生態系の

豊かさをユーモラスに表し

た映像を投射するプロジェ

クションマッピング展示 

・高尾山の四季 CG アニメーシ

ョン映像 

・４台のプロジェクター、その

他映像投射・音響・照明設備、

映像・音響・照明制御プログラ

ム、制御用 PC 等を含めた映像

投射システム 

・剥製（40 体程度） 

・バードカービング    

（30 体程度） 

・木のホワイトレリーフ 

（ブナの木を模したもの） 

・遮光用ロールスクリーン３台 

・映像投射面の大きさ、

W16000mm×

H3500mm 

・一定時間ごとに投射 

・上映時間約８分弱 

・下記 599GUIDE と同

じ PC 上で、映像・音響

制御 

・599GUIDE と連動 

・599GUIDE 

来館者を惹きつけるデザイ

ン性の高い高尾山基本情報

映像（右の３コンテンツ）を

３連マルチディスプレイに

投影する展示 

・コンテンツ１ 

高尾山利用ルール映像 

（アニメーション） 

・コンテンツ２ 

高尾山ルートガイド映像（CG） 

・コンテンツ３ 

高尾山の歴史・トリビア（アニ

メーション・写真画像等） 

・６０インチ業務用ディスプレ

イ３台、映像投影・音響設備、

映像・音響制御プログラム、制

御用 PC を含めた映像投影シス

テム 

・上記 NATURE WALL

と同じ PC 上で、映像・

音響制御 

・NATURE WALL と連

動 
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項 目 概 要 資料形態等 備 考 

キッズ 

スペース 

・PLAY MOUNTAIN 

高尾山に登れないような小

さな子どもでも高尾山に遊

んで親しんでもらえるよう、

高尾山を模したミニ高尾山

を再現した展示 

・FRP の上にカーペットが貼ら

れた高尾山模型 

 

・土足厳禁 

 

屋外展示 ミュージアムの場所を来館

者に知らせるとともに、観光

客の撮影スポットとなるよ

うな人の目を引くような展

示 

・599 ベンチ 

 599 の形を模したコンクリ

ート製モニュメント 

・599 クロック 

 温度計機能もあり、ミュージ

アムの展示物や景観と調和し

た時計台 

・施設案内板（２か所） 

・入り口標識サイン 

 

 

４ 法令の遵守 

 ミュージアムの管理運営にあたっては、次に掲げる法令等を遵守しなければならない。 

（１）地方自治法 

（２）高尾５９９ミュージアム条例 

（３）高尾５９９ミュージアム条例施行規則 

（４）個人情報保護に関する法律 

（５）八王子市個人情報保護条例 

（６）八王子市情報公開条例 

（７）八王子市が設置又は管理する防犯カメラの運用に関する要綱 

（８）都民の健康と安全を確保する環境に関する条例 

（９）障害者を理由とする差別の解消の推進に関する法律 

（10）障害のある人もない人も共に安心して暮らせる八王子づくり条例 

（11）その他管理運営業務に適用される法令等 
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５ 管理運営体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 収入及び支出に関すること 

（１） 指定管理者は、次項に記載のミュージアムの利用料金及びそれ以外の指定管理業務 

   にともなう収入（指定管理料を用いて実施したイベントやミュージアムグッズの収入 

   等）（以下「利用料金等」という。）を自らの収入とし、指定管理業務の実施に必要な 

   経費に充てること。 

（２） 市は、毎年度の予算の範囲内において、ミュージアムの業務実施に見込まれる経費 

   から（１）に規定する利用料金等の収入見込額を控除した額を指定管理料として指定 

   管理者に支払うこととし、その具体的な金額、支払時期及び方法は、指定管理者と市 

   が協議の上、会計年度毎に年度協定で定める。 

（３） 指定管理料の上限額 

421,061千円/約４年８か月 

 （平成３０年８月１１日〜平成３５年３月３１日までの合計金額） 

（４）経費の過不足について 

   ①  利用料金収入が見込みの利用収入を下回る等で経費に不足が生じた場合、不足分    

    は指定管理者の責任において補填するものとする。 

   ② 利用料金収入が見込みの利用収入を上回る等により収支の結果、余剰金が生じた 

    場合の取り扱いについては、市と協議の上、協定において定める。 

八王子市 

指定管理者 

売上 

利用申請 

利用料金 
利用承認 

指定管理料 基本協定 

年度協定 

展示施設（敷地含） 

管理/運営 

休憩施設（599CAFE） 

管理/運営 

休憩施設（ミュージアムショップ） 

カフェ事業者 
管理/運営 

交流施設（市民ギャラリー） 

利用者 

利用 

利用申請 

利用料金 
利用承認 
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 （５）自主事業に係る経費 

    自主事業に係る経費は、指定管理者の自主採算とし、事業実施により生じる収入は 

   全て、指定管理業務に充てる必要のない指定管理者の収入とする。 

 

７ 利用料金 

（１）利用料金の額 

 条例で定める利用料金は、利用料金表に掲げる利用料金の範囲内の額で、指定管理

者が市長の承認を得て定める額。 

（２）利用料金の免除は市規則に基づき行うこと。ただし、免除を行う対象となる利用

料金は、交流施設（市民ギャラリー）に係るもののみとし、免除対象は以下のとおり

とする。 

① 市内に住所を有する幼稚園、保育園及び幼保連携型認定こども園の園児並びにこ

れらの者を引率する教職員等が、年間指導計画又は教育課程に基づく学習活動をす

るとき 

② 市内に住所を有する小学校、中学校及び特別支援学校の児童及び生徒並びにこれ

らの者を引率する教職員等が、教育課程に基づく学習活動をするとき 

③ 市長が別に定める要件に該当する者が利用するとき。 

【利用料金表】 

種別 利用区分 金額 

交流施設（市民ギャラリー） １時間までごと 上限：１,０００円 

休憩施設（利用者に飲食等

を提供しようとする者が利

用の承認を受けた区画） 

（カフェ） 

全日 上限：売上額に１００分の３０

を乗じて得た額 

下限：面積に応じ、八王子市行

政財産使用料条例に基づき算出

した額 

 

８ 業務内容 

 指定管理者の業務内容は以下のとおりとする。 

 

（１）展示施設の管理運営に関する業務 

① 運営に関すること 

・業務の適正な手順を定めて職員に周知し、接客技術とマナーの向上を図るとともに、

定期的に状況を把握し、必要に応じ研修を実施するなど自己管理を行うこと。 
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・展示内容、施設の利用方法、高尾山麓や八王子市の観光情報を十分に理解したうえ

で、来館者に対し案内・解説すること。 

・生態系の豊かさなど高尾山の様々な魅力を、従来の手法とは異なる新規性のある方

法で次世代を担う子どもに伝えること。 

・訪日外国人観光客について、外国語表記の案内表示・印刷物や外国語対応ができる

職員を配置するなどの対応を行うこと。 

・展示解説するにあたり、解説ボランティアを募集、育成し協働すること。 

・ ミュージアムは、博物館機能のうち収集・保管・調査・研究機能を持たない施設

であること十分理解したうえで、管理運営を行うこと。 

 

② 展示品に関すること 

・ 展示什器内に配置する植物等のアクリル封入標本は、定期的に入れ替えを行い、

適切に保管すること。また、保管時には、キャプションが印字されたアクリル板も

一緒に保管すること。 

・ 現在の主要展示物であるアクリル封入標本（標準サイズ H250mm×W70mm×

D70mm）と同等程度のサイズと品質をもった標本及びキャプション用アクリル板

を、指定管理者の負担において年に各３０個程度制作すること。 

  なお、この場合、制作対象標本の種類、封入方法等について市、各展示監修者の

確認を得たうえで制作すること。 

・ 触れる展示什器に入れるドングリやトチの実などの木の実は、什器内の木の実の

量を一定に保つため、指定管理者の負担において採取又は購入し、煮沸、冷凍、乾

燥等の防虫処理を行ったうえで、保管、補充を行うこと。 

・  展示什器内に配置する高尾山に生息する昆虫標本については、紫外線や振動によ

る退色・破損等の劣化が避けられないため、随時その状態を確認し、必要に応じ指

定管理者の負担により標本（必要に応じてキャプションの制作も含む）を入れ替え

ること。 

なお、この場合、市及び展示監修者の確認を受けた上で、現状の標本と同程度以

上の品質のものを制作すること。 

・ キッズスペースや屋外じゃぶじゃぶ池については、主に子どもが遊ぶスペースで

あるため、利用方法や注意点の分かりやすい周知、日常的な清掃・消毒等、特に安

全対策や衛生対策に万全を期すこと。 

・ イベント等の開催により、展示什器を移動させる際には、展示物、展示什器、施

設等を汚損・毀損しないよう最大限の注意を払うこと。なお、当該展示什器は、バ
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ックヤードに格納すること。 

    

③ 映像展示に関すること 

・  高尾山の四季を投影するプロジェクションマッピング映像展示は、開館日にお

いて、毎日定刻に上映すること。上映前に、手動リモコンにより遮光用ロールスク

リーンを操作し、来館者の安全を確保のうえスクリーンを下げ、上映に備えること。 

上映後については、同様に利用者の安全を確保しスクリーンを上げること。 

なお、上映時刻・頻度については、１時間に一回程度とし、紅葉シーズンやゴー

ルデンウィーク等、来館者数の増加が見込まれる場合には、上映頻度を高くするな

ど、臨機応変に対応すること。 

・ 繁忙期等、多くの来館者が見込まれるときには、上映回数の増加、現在設置して

いる多摩産材ベンチの一時撤去などの手段を講じ、一度に過大な人数を映像展示ス

ペースに収容することのないよう、来館者の安全を第一に管理運営すること。 

  特に、遮光用ロールカーテンに寄りかかることについては、重大な事故及び設備

の破損につながりやすいことから、周知、誘導など万全な手段を講じること。 

・ 遮光用ロールカーテン設備について、人が寄りかかることによりカーテンレール

からの抜け出し等の故障が生じた場合には指定管理者の負担により速やかに対処す

ること。 

・ プロジェクションマッピングに係るプロジェクター設備については、通常のプロ

ジェクター設備と異なり、投射映像と剥製等展示資料との重なり、４台のプロジェ

クターからの投射映像の重なり（ブレンディング）、光量差等の調整や照明を含む映

像投射システム管理について、高度に専門的な作業が必要となることから、指定管

理者は、制御用 PC 電源の ON・OFF を含めた日常の操作運用において、定められ

たマニュアルに従い、慎重かつ丁寧に取り扱うこと。 

・ プロジェクションマッピング映像を投影する壁面に設置・展示している高尾山に

棲む哺乳類・鳥類の剥製・バードカービングについては、展示映像との重なりを想

定し設置しているため、移動させずに管理すること。 

なお、燻蒸処理も原則、移動させずその場で行うこと。 

・ ３連マルチディスプレイ（各６０インチ）に展示する映像（599GUIDE）について

も、プロジェクションマッピング映像と同様、定期的に上映すること。 

・ プロジェクションマッピングや３連マルチディスプレイで投影する映像について

は、プロジェクションマッピングスペース裏側、収蔵庫に設置している PC で制御

しているため、指定管理者は、これら制御機器、制御プログラム、又は関連機器等
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に突発的な不具合が生じた場合には、指定管理者の負担で速やかに対処し、市に連

絡すること。 

   ・ 映像展示に係る設備の管理については、目視による確認を日常的に行い、機器や

映像のズレ等、不具合の兆候の把握に努め、異常を察知した場合は、対策を講じる

とともに、速やかに市に連絡すること。  

 

④ 展示室及び屋外展示物の管理に関すること  

・ 定期的な見回り及び点検を行い、常に安全で良好な状態を維持保全すること。 

・ 建物及び付属設備の機器類の不具合を点検し、必要に応じて修理・交換すること。 

特に、プロジェクターや３連モニター、遮光用ロールスクリーン等大型の機器類

については、重点的に点検すること。 

・ 展示物が良好に管理できるよう、建物及び空調設備等に係る保守点検及び定期的

な清掃を行うこと。 

・ 展示什器、付属設備、屋外展示物も含む、その他展示物についての不具合、破損

等があった場合、応急の安全対策を行うとともに、速やかに市へ連絡すること。 

・ 展示什器のライト（LED）の不具合を点検し、必要に応じて交換すること。 

・ 展示什器は移動式となっており、固定するときは、什器下部に設置してある転倒

防止のためのストッパー（アジャスター）を用いること。 

・ 屋外に設置している時計台（599 クロック）、入口サイン、599 ベンチ、案内板、

芝生広場等についても展示物の一部であることから、清潔で良好な状態が維持さ

れるよう管理すること。 

・ バックヤード（収蔵庫）については、展示スペースを活用したイベント実施時や

緊急避難時の展示什器の格納場所となる。したがって、これらが格納できるスペ

ースを十分に確保できるよう日ごろから配慮すること。 

・ 館内で展示品の管理や安全性の確保のため結界を使用する場合、現在使用してい

るような美術館用のものを使用すること。 

  ・ 「（1５）施設及び設備の維持管理に関する業務」に記載の事項をはじめ、水準書

に記載の事項を参考に展示品の管理を行うこと。 

 

（２） 展示映像制作に関する業務 

    指定管理者は、貸与する絵コンテ（電子データ）、システム構成表を基準とし、平成

31年度、以下の映像制作留意事項を遵守しながら、企画も含め指定管理者の負担にお

いて映像展示コンテンツの一つとなる新規プロジェクションマッピングの映像制作及
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び投影システムの構築を行い、平成 32 年度、東京 2020 オリンピック・パラリンピ

ック競技大会開催に合わせ展示すること。 

    なお、指定管理者はこの映像制作計画について、体制（後述する想定起用クリエイ

ティブディレクター、ディレクター及びコピーライター含む）及びスケジュールにつ

いて市に提案すること。（提案事項） 

・ 新規映像の制作コンセプトについては、既存映像のコンセプト“Art×Science× 

  Human”と同様とすること。 

・ 既存映像についても、新規映像制作後、引き続き定期的に上映するシステム構成

とすること。 

・ 既存映像のコンセプトやトーンとの一貫性やバランスについて十二分に配慮した

内容とすること。 

・ ４台のプロジェクターを同時に制御する映像システムとすること。 

・  プロジェクションマッピング展示を行うシステムは、もう一つの展示物

（599GUIDE）も同時に制御しているため、システム構成を変更する際には、当

該展示に影響がないようにすること。 

・  映像制作においては、投影システムや映像制御機器の一部更新も含むものとして、

現時点で想定できるシステム構成図（電子データとして貸与する）を参考に、制

作時には、市と協議しながら最新の技術等の状況に適したものに見直すこと。 

・ 新規映像は常設展示となるため、来館者が繰り返し見ても、発見のある好奇心を

誘うコンテンツとすること。 

・ 制作にあたり、訪日外国人観光客も含めた多種多様な来館者の興味を引くような  

  映像のクオリティを担保するため、以下のアート、デザイン、映像等に関する賞   

  と同水準以上の賞において、過去 10 年間に、それぞれに掲げる賞以上の受賞履

歴がある者を、指定管理者の負担において、クリエイティブディレクター、ディ

レクター及びコピーライターとして起用すること。 

なお、受賞については、個人が受けたものを対象とし、団体、共同体及び企業が

受賞したものは除く。 

  【クリエイティブディレクター】 

      ・JAGDA “JAGDA 新人賞” （公益社団法人日本グラフィックデザイナー協会 主催） 

 ・D＆AD 賞  “Yellow pencils（金賞）” （British Design and Art Direction 主催、  

      空間デザイン部門、アートディレクション部門、グラフィックデザイン部門に限る） 

        ・ニューヨーク ADC 賞 “金賞” （Art Directors Club 主催） 

   【ディレクター】 
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    ・SIGGRAPH Computer Animation Festival  “Electronic Theater” 

     （アメリカコンピューター学会主催 コンピューターアニメーション/ FILM/ VFX 部門に限る）  

    ・Ars Electronica -International Competition for Cyber Arts “Prix Ars Electronica” 

     （アルス・エレクトロニカ主催、コンピューターアニメーション / FILM/ VFX 部門に限る） 

     【コピーライター】 

   ・毎日広告デザイン賞 第 1 部 “奨励賞”“ （毎日新聞社 主催） 

     ・朝日広告賞 一般公募の部 “準朝日広告賞” （朝日新聞社 主催） 

     ・新聞広告賞 広告主部門 “優秀賞” （日経新聞協会 主催） 

・ クリエイティブディレクター、ディレクター及びコピーライターについては、高尾

山の生態系について一定の知識を持ち、ミュージアムの展示コンセプト、展示内容

及び展示意図について十分に理解しているものを起用すること。 

・ クリエイティブディレクター及びディレクターは、ミュージアムと同等規模以上の

常設型プロジェクションマッピング映像展示について、主体的に制作した経験を有

する者とすること。 

・ ディレクターは、制作の際、クリエイティブディレクターの制作方針を踏まえたう

えで、自ら企画、プランニングを行い、デザイナー及びプログラマー等と共に映像

制作を行うこと。 

・ クリエイティブディレクター、ディレクター、コピーライターの国籍は、国内外を

問わない。 

・ ディレクターは、コンピューターグラフィックス（ＣＧ）に関し専門性を有する者

を起用すること。 

  ・ 映像内容の学術的な裏づけについて必ず確認すること。その際、各領域の専門家へ

の確認等については、指定管理者及び所属する学芸員が積極的に関わること。 

・ ディレクターは、クリエイティブディレクターの指示に従い、ミュージアムのコン

セプトを十分に理解し映像制作を行うこと。 

・ 指定管理者は、映像制作にあたり文字又は文章表現が必要な場合、クリエイティブ

ディレクター及びディレクターの意図、イメージを的確なコピーライティングによ

り表現できるコピーライターを起用すること。 

・ ミュージアムのコンセプトをふまえた映像とすること。 

・ 既存のブナの木のレリーフを生かした映像構成とすること。 

・  既存の映像は、高尾山のロケーションから始まり、花や動物などをふんだんに織り

交ぜて高尾山の自然の豊かさを表現する構成となっており、高尾山の自然の大枠を

捉えた、ミュージアムを象徴する映像になっている。新規映像についても、これと
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同程度の品質を持ち、来館者の好奇心の入り口となる映像とすること。 

・ 新規映像の表現方法としては、ありきたりな自然表現方法ではなく、高尾山の知ら

れざる魅力、ポテンシャルをしっかり伝えるものとすること。 

   ・ 制作にあたり、教育の観点も必ず意識することとし、外国人や大人の目線だけでな     

         く、この先の未来を作る子ども達にとっても記憶を残るような映像にすること。 

     ・ 自然の色、自然の音、自然の動きなど人々の感覚を研ぎ澄まさせる要素を含みつつ  

    も、単なる自然解説映像ではないものを制作すること。例えば自然のアルゴリズム   

    をうまく解釈し、単純な幾何形態の組み合わせが、動きをリアルにすることで自    

然に見えてくる映像など、印象に残るものとすること。 

 

（３）休憩施設における飲食提供（カフェ）に関する業務 

① 運営の基本方針 

・ 業務の適正な手順を定めて職員に周知し、接客技術とマナーの向上を図るとともに、

定期的に状況を把握し、必要に応じ研修を実施するなど自己管理を行うこと。 

・ ミュージアムの展示コンセプトと一貫性を持たせた運営とすること 

・ 現在の運営スタイルが、来館者や各メディアなどから好評を得ていることから、こ

の運営スタイルを継続・発展させた運営形態とすること。 

  ② カフェの名称に関すること 

・ カフェの名称は「599CAFE」とすること。 

・ カフェのロゴについても、現在展開しているものと同一のものを活用すること。 

・ 既にミュージアム以外で、特定のブランドとして事業展開している飲食提供事業者

（以下、この項目において「事業者」という。）が、当該ブランド名をカフェの名称と

して活用し事業展開することはできない。 

③ 利用料金に関すること 

条例第８条第２項に定める額の範囲内で、指定管理者が利用料金設定の方針を提案す

ること。（提案事項） 

④ 利用承認に関すること 

飲食提供については、条例第７条第１項に基づき、指定管理者が事業者を指定し、利

用の承認をすること。 

⑤ 飲食提供区域に関すること 

飲食物提供区域については、現状と同様の場所とすること。 

⑥  飲食場所に関すること 

・ 原則カフェ前スペースに設置の多摩産材テーブル・イスとすること。 
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・ このスペースにおいて、原則、カフェの提供する飲食物を購入しない来館者の利

用を妨げないこと。 

・ 屋外にカフェ提供飲食物を持ち出し、飲食させることは行わないこと。 

・ 指定管理者が、599CAFE 以外で、飲食提供行為をともなう事業を行う場合には、

必ず事前に市と協議すること。 

⑦ 飲食メニューに関すること 

・ 提供するドリンクメニューはコーヒー等ソフトドリンクとし、フードメニューは、

軽食程度（パン類、ホットケーキ、サンドウィッチ、ケーキ等）とし、現在展開中

の飲食メニューに準じること。 

・ 飲食メニューについては、運営開始前に市の確認を得ること。 

・ 飲食提供メニュー及び提供体制、計画については、水準書記載事項を踏まえたうえ

で、指定管理者が提案すること。（提案事項） 

・ 飲食提供メニューについては、アレルギー表記を行うなど、来館者の安全に配慮し

た運営とすること。 

・ メニューの材料については、地場産のものを活用するよう努めること。 

・ 近隣飲食事業者とのメニューの重複を極力避けるため、高尾５９９ミュージアム連

絡会の意見を可能な限り尊重すること。 

⑧ 運営管理に関すること 

・ 指定管理者及び事業者が、その負担において 厨房機器等、カフェの運営に必要な

機器・道具類一式を導入し、管理すること。 

・ カフェを運営するにあたり、厨房機器、食器、ユニフォーム、その他運営に必要な

ものを指定管理者及び事業者が用意する際、ミュージアムのコンセプト（ミュージア

ムのイメージカラー、ロゴ含む）と調和するようにすること。 

たとえば、ミュージアムのロゴをあしらったユニフォーム、紙ナプキンやレシート

への 599CAFE ロゴの印刷・印字、599 フォントを利用したメニュー表など、ミュー

ジアムコンセプトとの一貫性を持たせた現状の運営スタイルの継続・拡充を、指定管

理者及び事業者の負担において行うこと。 

  ・ 厨房機器の中で、加熱用調理機器が必要な場合は、IH 調理機器を使用すること。 

・ 指定管理者及び事業者は、ミュージアムに配置している多摩産材の椅子やテーブルを

活用すること。 

・ 指定管理者は、事業者に対し販売促進や経営指導を実施すること。 

・ カフェ運営にかかる光熱水費の負担については、指定管理者と事業者の間での契約に

おいて決定すること。なお、カフェには、電気や水道の小メーターが設置されている
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ため、これを活用することも可能。また、ガスの費用についてもミュージアム内では

カフェの給湯器のみ LPG使用のため、指定管理者と事業者の間で取り決めること。 

⑨ 内装改修に関すること 

指定管理者又は事業者は、ミュージアムのデザインやコンセプトとの一貫性の担保

を条件として、その負担において飲食提供区域につき、市と協議したうえで改装する

ことができる。ただし、指定管理期間の終了時等、他の事業者に管理運営を交代する

場合は、現状に回復するものとする。なお、内装改修が必要な場合については、指定

管理者が提案すること。 

⑩ 事業者が変更となる場合 

・ 事業者が変更となる場合、サービス開始日（平成 30 年 8月 11 日の開館記念山の日

イベント「TAKAO599 祭」開催日）から、それまでと同等かそれ以上のサービス水準

で管理運営するための準備を指定管理者及び新規事業者の負担において行うこと。 

  ・ 設備等の入れ替えは、平成 30 年 8月 10日の開館記念イベント準備のための休館日

に行うこと。なお、８月９日までは通常どおり運営するため、８月 10 日に従前の事

業者による既存設備撤去及び新規事業者による設備設置を行い、８月 11 日以降、円

滑な運営ができるようにすること。 

⑪ その他留意点 

  ・ カフェの管理運営が原因で発生した事故については、指定管理者及び事業者の責任

において処理すること。 

  ・ 飲食提供施設で生じた苦情は、指定管理者及び事業者が処理すること。 

 

（４）物販に関する業務 

     指定管理者は、物販スペースにおいて以下の各事項に留意しながらミュージアムグッズ

（以下「グッズ」という。）の制作・販売をすること。 

① 運営の基本方針 

・ 業務の適正な手順を定めて職員に周知し、接客技術とマナーの向上を図るとともに、

定期的に状況を把握し、必要に応じ研修を実施するなど自己管理を行うこと。 

・ ミュージアムの展示コンセプトと一貫性を持たせた運営とすること。 

・ 現在の運営スタイルが、来館者や各メディアなどから好評を得ていることから、こ

の運営スタイルを継続・発展させた運営形態とすること。 

  ② 物販スペースの名称に関すること 

  ・ 名称については、「599SHOP」とすること。 

  ・ ロゴは現状展開しているものを使用すること。 
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③  区域に関すること 

・ 物販を行う区域については、現在展開しているミュージアム総合案内前、物販スペ

ースとすること。 

  ④  グッズ全般に関すること 

・ 物販するグッズは、ミュージアムに関連したストーリー性のあるオリジナルに開発

したものに限ること。既製品をそのまま持ち込んだり、既製品の名前だけすげ替え

たものを販売することはできない。 

 ・ グッズは、指定管理者の負担において、適切に管理すること。 

 ・ 制作に際して、乳幼児の誤飲防止を図る等、安全性に最大限配慮すること。 

  ⑤ 指定グッズ（既存指定グッズ）に関すること 

  ・ 指定管理者は、599SHOP において、指定管理業務として行う指定管理料を原資と

して展開するグッズ（以下「指定グッズ」という。）を販売すること。 

  ・ この指定グッズの売上げは、全額ミュージアムの指定管理業務に充てること。 

  ・ 既に展開している指定グッズ（以下、「既存指定グッズ」という。）については、ロ    

    ゴ、材質、色、フォント、文言等、仕様のあらゆるところについてミュージアムの 

    象徴となるよう、品質を徹底的に管理し制作・販売している。 

これら既存指定グッズの調達について、従前の指定管理者と同様の手法をとるなど、

この品質が継続的に維持されるようにすること。また、価格についても、事業の継

続性をかんがみ、従前と同程度とすること。 

  ・ 既存指定グッズを改変する場合、制作の各段階において原著作者又は市の確認を得 

    ること。 

  ・ 既存指定グッズの中で、ミュージアムの魅力を余すことなく凝縮したミュージアム 

    ブック「599BOOK」については、展示品や展示コンセプトの解説等が記載されて

いるなど、ミュージアムを象徴するグッズとなっている。 

    本グッズについても、指定管理者の負担において、在庫がなくなることを見越し、    

適切な時期に再度制作することとなるが、前回制作時に収録したコンテンツの他、      

その後、展示物に加わったキノコ標本等の新規展示物についても収録し、制作する

こと。なお、構成、文体、対応言語（英語併記）、フォント、デザイン、材質等の仕

様については、前回制作時のものと同様にすること。 

  ・ 平成 29年８月 11 日に募金を開始した高尾山応援基金に売り上げの一部を拠出する

寄付付きグッズについても、継続して展開すること。 

⑥ 指定事業グッズ（新規指定グッズ）に関すること 

    ・ 指定管理者は、599SHOPにおいて、指定グッズとして新規にグッズ（以下、「新    
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          規指定グッズ」という）を制作・販売すること。 

・ 本項で記載の事項以外の基本的取り扱いについては、他の項目に記載の取り扱い  

    と同様とすること。 

      ・ 制作対象グッズについては、電子データとして貸与する高尾５９９ミュージアム 

          制作一覧に基づき、これら制作対象グッズの中から、未制作のものについて市と 

          協議しながら年間数点を指定管理者の負担において制作すること。 

      ・ 制作においては、ロゴ等を使用することになり、著作物の二次利用となることか 

          ら、原著作者の確認を得ること。 

      ・ 制作にあたり、既存指定グッズと同様、ロゴ、材質、色、フォント、文言等、仕 

様のあらゆるところについてミュージアムの象徴となるよう、品質を徹底的に管 

理し制作することとし、制作の各段階において市の確認を得ること。 

      ・ 高尾山応援基金に売り上げの一部を拠出する寄付付きグッズについては、基金へ          

の拠出を増加させることを目的として、その展開を拡充させるよう努めること。 

          新たな寄付付きグッズを制作する場合、現状展開している既存指定グッズの売り 

          上げや来館者のニーズ等を勘案しつつ、ミュージアムのレギュレーションに則っ

たグッズを企画、制作、販売すること。 

  ⑦ 自主事業グッズに関すること 

・ 指定管理者は、指定管理料を原資としないミュージアムオリジナルグッズを指定

管理者の自主事業として展開することができる。 

・ 自主事業グッズについても、指定グッズと同様、ミュージアム向けにオリジナ   

ルに開発したものに限ることとし、既存の商品を置くことはできない。 

 ・ 原則、水準書のレギュレーションに則ったものとし、市の確認を得ること。 

・ 制作にあたり、ストーリー性、アート性、ミュージアムコンセプトとの親和性、

近隣事業者との競合性等について考慮すること。 

⑧ 管理に関すること 

・ ショッパー袋等、物販業務に必要な機器、道具等一式は、指定管理者の負担によ

り導入し、管理運用すること。 

・ 599SHOP 運営に必要な機器、道具等を導入する際には、ミュージアムコンセプ

トとの一貫性が保持されるようにすること。 

たとえば、599SHOP ロゴのレシートへの印字、ショッパー袋へのミュージア

ムロゴの印刷、グッズディスプレイへの配慮やプライスカードへの指定フォント

の使用など、イメージの管理を徹底し、現在展開している水準と同等の一貫性、

統一性を持たせること。 
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⑨ 指定管理者が変更となる場合 

 ・ 指定管理者が変更となる場合、サービス開始日（平成 30年 8月 11日の開館記 

   念山の日イベント）から、それまでと同等かそれ以上のサービス水準で 599SHOP 

   を運営するための準備を新たな指定管理者の負担において行うこと。 

   ・ 599SHOPの運営に必要なものの入れ替えは、平成 30 年 8月 10 日、開館記念イ 

ベント準備等のための休館日に行うこと。なお、８月９日までは通常どおり運営 

するため、８月 10 日に従前の指定管理者による既存設備撤去及び新規指定管理 

者による設備等設置を行い、８月 11 日以降、円滑な運営ができるようにするこ 

と。 

⑩ その他留意事項 

・ 指定管理者が、現在の物販スペース以外で、グッズ以外の販売行為をともなう事

業を行う場合には、必ず事前に市と協議すること。 

・ グッズの販売については、原則、ミュージアムの館外で行わないこと。 

・ グッズを制作・販売するにあたり、発生する著作権上の処理（著作物の二次利用

にともなう費用の支払いなど）の一切については、指定管理者の負担により行う

こと。 

・ 599SHOP では、飲食物をグッズとして販売しないこと。 

・ 地元商店会との共存を図るため、高尾５９９ミュージアム連絡会の意見を尊重す

ること。 

   ・ 599SHOP の管理運営が原因で発生した事故については、指定管理者の責任にお

いて処理すること。 

    ・ 599SHOPで生じた苦情は、指定管理者が処理すること。 

 

（５）交流施設の管理運営に関する業務 

① 利用料金に関すること 

条例第８条第２項に定める額の範囲内で、指定管理者が利用料金設定の方針を提案

すること。（提案事項） 

② 利用承認に関すること 

 指定管理者が、条例第７条第１項に基づき、利用の承認をすること。   

③ 管理に関すること 

・ 定期的な見回り及び点検を行い、常に安全で良好な状態を維持保全すること。 

・ プロジェクター等付属設備及び備品の不具合、破損等があった場合、応急の安全

対策を行うとともに、速やかに市へ連絡すること。 
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・ 開・閉館時の開・施錠を行うとともに、冷暖房機器等機械設備の運転操作・点検

を行うこと。 

・ 照明機器の不具合を点検し、必要に応じて交換すること。 

・ 交流施設の内装及び付属設備に係る保守点検及び定期的な清掃を行うこと。 

 

（６）地域との連携及び協働に関する業務 

① 指定管理者は、管理運営業務の実施にあたり、地域住民との連携及び協働を図り、

地域の実情に即した事業運営に努めなければならない。 

② ミュージアムの管理運営に関して連絡調整を行うため、地域団体等で構成された高

尾 599 ミュージアム連絡会を設置し、指定管理者の負担において運営すること。

この連絡会構成員については、市と協議のうえ決定すること。 

なお、指定管理者は、同連絡会の意見、要望等を可能な限り尊重して指定管理業務

を実施すること。 

③ 指定管理者は、その負担により連絡会のメンバーの一員として市民委員を募集する

こと。 

④ 指定管理者は、博物館機能のうち収集・保管、調査・研究機能を担っている市教育

委員会との連携に配慮すること。 

⑤ 指定管理者は、関連する市内他施設との連携に配慮すること。 

⑥ 指定管理者は、市内小中学校等、教育機関と積極的に連携すること。 

⑦ 指定管理者は、地域のイベントに協力すること。 

 

（７）職員の配置に関する業務 

指定管理者は、ミュージアムを管理運営していくために必要な人員を配置すること。

各業務の特性に応じて、雇用形態、就業形態及び勤務体制等について工夫し、効率的

な組織体制を確保すること。また、関連法令を遵守しつつ、開館時間を通じて、必要

なサービス水準を維持できる人員体制を確保すること。 

① トップマネジメントを担う人材について、職員のうちから最適な人材を常勤の総括

責任者（館長）として１名配置すること。なお、館長を非常勤とする場合は、館長

以外で常勤できる職員を総括責任者として配置すること。 

② 総括責任者以外で庶務・経理を行うものを１名以上配置すること。 

③ 指定管理者は、防火管理者を１名配置し、火災・地震その他の災害の予防と人命

の安全、被害の軽減を図ること。 

④ 指定管理者は、学芸員を常時１名以上配置できる体制を構築し、展示品の適正な
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取扱いを行うこと。 

⑤ 指定管理者は、電気主任技術者を１名配置すること。ただし、自家用電気工作物

の保安監督業務を外部委託することも可能とする。この場合、市との協定書内に

おいて経済産業省が定める必要事項を盛り込むこととし、指定管理者が経済産業

省への届出等、必要な業務を行うこと。 

⑥ 指定管理者は、今後増加が見込まれるインバウンド（訪日外国人観光客）対策と

して、多言語（英語、中国語、韓国語等）対応ができる職員を配置すること。 

  なお、必要に応じて多言語コールセンターサービス等、それら体制を補完する施

策についても取り組むこと。（提案事項） 

⑦ 高尾山の自然や歴史を中心とした展示、情報発信、大規模集客イベントの企画・

実施、ボランティア活動支援、教育普及、ワークショップ等企画・実施、広報、

グッズ企画・開発・販売、ファンドレイズなどミュージアムを効果的に運営する

にあたり必要な専門性と経験を持つ人材を必要に応じて配置すること。 

⑧ 職員の能力を高めていくための研修のあり方、具体的な研修の仕組みを明確にし、

指定管理期間の職員の能力水準の維持、向上に計画的に取組むこと。 

⑨ 指定管理者は、その負担において、指定期間が開始するまでに高尾山・八王子に

関する解説、ミュージアムの運営、管理等について現状の水準を維持、向上させ

るための計画を立案し、それに基づいた研修を行い、現状と同等の体制を指定管

理期間開始時から構築すること。 

⑩ 管理業務に従事させる職員の雇用のほか、管理業務の処理に必要な体制を整備す

ること。 

⑪ 職員に対して管理業務の遂行に必要な研修を実施し、マニュアルを作成すること。

特に、防犯、防災対策等の来館者及び職員の安全確保については、十分に職員を

指導し、訓練すること。 

⑫ 指定管理業務及び自主事業の実施に関して人身事故、施設等の破損事故等が生じ

た場合、直ちに市に報告し、その対処方法について市と協議を行い、指定管理者

が誠実に対応すること。 

⑬ 指定管理者は、運営管理業務の遂行に関して生じた職員の災害について、すべて

の責任を負うこととし、理由の如何を問わず、市は、何らの責任を負わないもの

する。 

⑭ 指定管理者及びその職員は、運営管理業務の処理において知り得た市の行政上の

事項及び当該業務の処理に関する事項を第三者に漏らしてはならない。指定期間の

終了後も、同様とする。 
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⑮ 職員の通勤手段については、ミュージアムに駐車場がないため、公共交通機関を

活用するよう努めること。 

⑯ 職員の服装については、ミュージアムの印象を決定づける重要アイテムであるこ

とから、来館者に対し清潔感を与えるものを基本とし、ロゴの印字してあるＴシ

ャツ、ミュージアムカラーのジャケット（コート）、黒のズボン及び靴といった、

定着している現在のスタイルを指定管理者の負担において準備し継続すること

（詳細は、貸与データ ユニフォーム参照）。 

⑰ 名刺についても、ミュージアム指定のオリジナルフォント（599 フォント）や紙

の使用等、ミュージアムのレギュレーションを遵守し制作すること。 

⑱ 指定管理者が、ミュージアムの運営管理に必要な人員を新規に募集・採用する場

合、既存周辺施設の職員を引き抜く等、周辺施設の運営に悪影響を与えるような

行為は、地域との円滑な連携体制の構築に支障をきたすため控えること。 

 

（８）ボランティア活動に関する業務 

 ① 指定管理者は、その負担においてミュージアム独自のボランティア組織を整備す

ること。 

② ミュージアムにおけるボランティア活動は、展示解説や高尾山に係わる情報提供

を中心とし、原則ミュージアム内で行うこと。 

③ 指定管理者は、ミュージアムの基本方針、コンセプトに沿ったボランティア活動

規約を定めたうえで募集、採用等を行うこと。 

④ 指定管理者は、ミュージアムのコンセプトを理解し、ボランティア活動規約につ

いて同意を得た上で採用すること。 

 ⑤ 既に他の団体でボランティア活動している希望者であっても、一個人として、ボ

ランティア活動規約について同意を得た上で採用すること。既存のボランティア

団体をそのまま団体として受け入れることは、既存団体の運営方針を持ち込むこ

とにつながり、ミュージアムのボランティア活動規約との齟齬が生じ、ミュージ

アムの運営に重大な影響を及ぼす可能性があることから控えること。 

⑥ 指定管理者は、ボランティア募集に先立ちボランティア育成計画を作成すること。 

⑦ 指定管理者は、１年毎にボランティア活動の更新手続きを行うこと。更新手続時

に再度、ミュージアムのコンセプトやボランティア活動規約を理解しているか適

性を判断すること。 

⑧ 指定管理者は、ボランティア活動中の事故に対応するため、指定管理者の負担に 

おいてボランティア全員を保険に加入させること。 
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     ⑨ 指定管理者は、ボランティアに対し、上限を定めた上で交通費を支給することが   

できる。 

     ⑩ 指定管理者は、来館者がボランティアと施設スタッフの区別ができるよう、ボラ    

ンティア専用のビブスや腕章等を、その負担において制作しボランティアに貸与す

ること。 

 

（９）利用促進に関する業務 

  指定管理者は、その運営ノウハウを最大限に発揮し、利用者拡大のため、有効な集

客方策を実施すること。特に誘客にあたっては、市の産業振興に資するよう市外や国

外の観光客に焦点を当てること。 

   ① イベント実施に関すること 

    指定管理者は、年間を通じて、一週間に１つ以上の集客性が高く、リピーターを確   

保できるようなイベントを実施すること。イベント内容としては、現状の路線を継続、   

拡大させることとし、高尾山の自然、歴史、文化又は八王子の観光をテーマに、アー   

ト×サイエンス×ヒューマンといったミュージアムのコンセプトに合致し、かつ周辺施 

   設などで実施していない”新規性”のあるイベントを実施すること。実施の際には、指

定管理者のノウハウを最大限発揮し、民間企業、団体、周辺施設などと連携、協力等

を行い、効果的・効率的で集客力のあるイベント運営を行うこと。 

また、賑わいの向上の観点から、地域の回遊性の向上に資するイベントも実施する

こと。 

    なお、イベントの実施にあたり、チラシ、名札、ガイドフラッグなどが必要になる 

   場合には、例えば、指定のフォントやカラーを使用するなど水準書に記載のレギュレ

ーションを遵守すること。指定管理者は、イベントの実施方針や計画について提案す

ること。（提案事項） 

   ② 開館記念山の日イベント“TAKAO599祭”の実施に関すること 

       指定管理者は、恒例行事となっている開館記念山の日イベント“TAKAO599 祭”につ  

いて、その負担において開催すること。なお、開催日は毎年８月 11 日を含む複数日と  

し、開催日数、実施規模については、少なくとも平成 28・29年度の規模と同水準以上

とすること（イベント期間中、合計で１万人以上の集客）。 

    イベントのテーマについても、施設のコンセプトに沿ったものとし、指定管理者が

企画すること。さらに、本イベントの中で、メインとなるトークショーについても、

集客性があり社会へのメッセージ性の高い講演者への出演交渉や、テーマ設定等の準

備、テーマに応じた関連組織・団体への折衝についても指定管理者が行うこと。 
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   また、関連組織・団体などへの後援申請等の手続きについても指定管理者が行うこと。 

    特に、初年度（平成 30 年度）の開催にあたっては、関連組織、地域や周辺施設等

と連携し準備を万全に行った上で、指定管理期間の初日となる平成30年８月11日に、    

   過去に実施した同イベントと同水準の規模とクオリティ、メッセージ性を持ったイベ

ントを企画・実施すること。（提案事項） 

   ③ 自主事業イベントに関すること 

       指定管理者は、利用者拡大のため、ミュージアムの設置目的に合致し、指定管理料を 

     活用しない自主事業についても積極的に行い、集客に努めること。（提案事項） 

       なお、自主事業の計画、実施にあたっても、周辺住民や団体等に十分配慮するなど水     

準書に記載の事項を遵守すること。 

    ④  市外・国外観光客に対する利用促進案について 

    地域の賑わいを創出するため、指定管理者は、上記イベントの実施にあたり、市外 

   や国外からの誘客を意識する必要があるが、これらイベント実施以外にも、効果的な   

   誘客施策を企画・実施すること。(提案事項) 

     ⑤  アンケート調査 

    指定管理者は、提供するサービス水準の向上を目的とする利用者満足度調査を継    

続的に実施し、利用者ニーズの把握、ターゲット顧客層の明確化、ニーズに即した施

策や新たなプログラムの検討等、業務改善に向けた分析を行い、業務に活かすこと。 

⑥ モニタリング 

市が行うモニタリングに協力し、その結果を踏まえ、業務改善、目標達成を積極的

に行うこと。 

 

（10）情報発信に関する業務 

① 指定管理者は、様々な手段を講じ、市内だけでなく、市外へ情報を発信するなど

広報宣伝活動を行い、市内にとどまらない広域的な集客を行うこと。 

② 指定管理者は、テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、WEB等の各種情報媒体を活用し、

ミュージアムやイベント開催情報等について積極的に宣伝活動を行い、集客に努

めること。 

③ 指定管理者は、今後、さらなる増加が見込まれるインバウンド向け国外への情報

発進についても積極的に取り組むこと。 

④ 指定管理者は、情報発信にあたり、テレビ、雑誌等、従来のメディアだけでなく、

Twitter や Instagramといった SNS を十分活用すること。 

  なお、SNSによる情報発信においては、媒体ごとのユーザー特性の違いに十分留



24 

 

意し、効果的なプロモーションを行うこと。 

  また、開始にあたり、運用方針を定めることとし、アカウントも指定管理者の負

担において取得すること。 

⑤ 指定管理者は、①から④をふまえた効果的な情報発信計画について提案すること。 

 

（１１） WEB管理運営業務 

国際的な観光地である高尾山の観光拠点として、世界各地から多くの人が訪れ、社

会に新しい価値を提案しうる創造性のある施設とするためには、世界への情報発信が

重要である。このため、指定管理者は、多言語による情報発信の柱の一つとして、以

下の事項に留意しながら、７か国対応WEB サイト“599WEB”を管理運営し、イベント

情報、八王子の観光情報、高尾山に生息する動植物等の情報発信を行うこと。 

なお、指定管理者は、599WEB の管理運営計画（移設計画・スケジュールも含む）

を提案すること。その際には、同程度のデザイン性の高い多言語 WEBの実績も記載す

ること。 

 

   ① 599WEB 管理運営遵守事項 

・ 指定管理者の負担においてドメイン取得及びサーバーを用意すること。 

・  指定管理者の負担において指定管理期間の開始日（平成 30年 8 月 11 日）までに、

指定管理者の用意したサーバー上に現在展開しているものを再現した WEB を移

設・構築すること。 

・ ドメイン名については、“TAKAO599MUSEUM”が含まれるものとし、市と協議し

たうえで指定管理者が取得すること。 

・ 599WEBは、PC の他、タブレットやスマートフォン端末等でも快適に閲覧でき

るレスポンシブデザインとなっているため、指定管理者はその負担において、同

様の仕様で移設すること。 

・ 599WEB は、即時性の高い“お知らせ”項目以外は、基本的に 7 か国語（英、中簡

体、中繁体、韓国、フランス、スペイン、タイ）対応となっている。 

指定管理者は、7か国語対応項目となっている日本語コンテンツの内容に変更が

生じた場合には、指定管理者の負担において 7か国語による翻訳を行い、それぞ

れの言語の対応したページを変更すること。 

・ 599WEBの中で、お知らせ及び高尾山の図鑑については、容易に内容の更新が可

能な CMS（content management system：WordPress使用）となっているた

め、当該事項の内容について訂正する必要が生じた場合には、このシステムを活
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用することができる。  

・ CMS で管理していない箇所についても、プログラムソースコードに直接手を入れ

るなどの手段を講じ、訂正すること。 

・ WordPress 等、使用するミドルウェアに脆弱性が発見された場合は、適切に対応

すること。 

・ P３に記載の賞の受賞や来館者から好評を博している要因の一つに、599WEB の

デザインも含まれている。このため、指定管理者は、599WEB の移設、管理運営

にあたり、この点に配慮すること。  

・ 599WEB の WEB フォントには、館内展示物やサイン等に使用しているアクシス  

フォント（Axis Font）及びオリジナルフォントである 599フォントを採用するこ

と。なお、アクシスフォントを WEBフォントとして使用する際には、その使用料

など、フォント使用に係る費用の一切については、指定管理者の負担とすること。 

 

② サーバー移設の際の留意点 

・ 指定管理者は、現在、従前の指定管理者のサーバー上で運営している 599WEB に 

 ついて、指定管理者の負担において、その用意したサーバー上に計画的に移設し、

指定期間開始日には、運用を開始すること。 

・ 599WEB は、①で記載したように、構成、フォント、文字間隔等について、視認

性やデザインの美しさ等の観点から評価されているため、サーバー移設の際にも指

定管理者の負担において、現環境が再現または機能が向上した形の移設を行うこと。

現状の 599WEBと全く異なる構成のものを公開することは認めない。 

・ 移設の際には、①記載の事項についても遵守すること。 

・ 指定管理者は、指定管理期間が始まるまでに、その費用負担においてサーバーを

確保し、移設し現状の 599WEBと全く同様の環境が再現できるようにすること。 

・ 指定管理者は、指定管理期間の開始日までに、移設だけでなく検証も終了したう

えで稼動させること。 

・ 指定管理者は、移設が必要となる場合においては、その移設計画、スケジュール

を提示すること。 

 

（1２）ミュージアム基本ツール制作業務 

指定管理者は、その負担において、以下の管理運営に必要となる館内リーフレット

等の基本ツールを指定フォントや材質の使用等、ミュージアムコンセプトに沿った形

で制作すること。 
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各基本ツールの仕様については、現在と同様のもの、またはそれを踏まえた延長線

上にあるものを、デザイン費、多言語化による翻訳費も含め指定管理者の負担で制作

すること。原則、指定管理者がミュージアムコンセプトから乖離したオリジナル企画

物を制作することは認めない。 

なお、これらの制作物については、展示物と同様、和文がアクシスフォント（Axis 

Font、有料 指定管理者が負担）、英文がオリジナルフォントである 599フォント（市

提供）で制作すること。 

また、基本ツール制作にあたり、その仕様について、市より例えば Pantone や DIC

での色の指定など、細部にわたる要望があった場合には、誠実に対応すること。 

 

① ミュージアムポスター 

現在展開中のポスターのデザインを踏まえた、ミュージアムポスターＢ１縦（詳細

は、貸与するミュージアム基本ツール制作一覧参照）を制作すること。制作にあたっ

ては、ミュージアムの展示コンセプトを踏まえ、制作の各段階において必ず市の確認

を得ること。なお、本ポスターは販売を見据えたうえで制作すること。 

② ミュージアム紹介用フライヤー 

現在展開中のフライヤーのデザインを踏まえた、ミュージアム紹介用フライヤーA4

（詳細は、貸与するミュージアム基本ツール制作対象一覧参照）を新たに企画・制作

すること。制作にあたっては、ミュージアムの展示コンセプトを踏まえ、各段階にお

いて必ず市の確認を得ること。 

③ 館内案内リーフレット 

現在展開中のフライヤーのデザインを踏まえた、ミュージアム館内案内リーフレッ

ト（A3・２折り×２折り・最低限 4か国語対応 詳細は、貸与するミュージアム基本

ツール制作対象一覧参照））を新たに企画・制作すること。制作の各段階で必ず市の

確認を得ること。なお、外国語対応については、次項「（１３）訪日外国人観光客に

関する業務」を参照すること。 

④ 599マップ 

  現在展開中の 599 マップのデザインを踏まえた、高尾山のハイキングコース案

内用のマップ（A３・ジャバラ 4 つ折り・最低限英語対応 詳細は、貸与するミュ

ージアム基本ツール制作対象一覧参照）を、新たに企画・制作すること。制作の各

段階で必ず市の確認を得ること。 

⑤ 開館記念、山の日イベント“TAKAO599 祭”フライヤー 

  例年８月１１日、開館記念日を中心とした複数日開催するイベントについて、フ
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ライヤー、デジタルサイネージ用データ、ポスター（詳細は、貸与するミュージア

ム基本ツール制作対象一覧参照）を制作することとし、制作時には必ず市の確認を

得ること。 

⑥ 名刺、封筒等、その他アプリケーション 

  ミュージアムで使用するアプリケーション（詳細は、貸与するミュージアム基本

ツール制作対象一覧参照）についても、有効な広報ツールになることから、現状展

開しているものと同様の仕様で、指定管理者の負担において制作することとし、制

作時には必ず市の確認を得ること。 

⑦ 幟旗 

  現在展開中の幟旗のデザイン（詳細は、貸与するミュージアム基本ツール制作対

象一覧参照）を基に、必要に応じ、幟旗を新たに企画、制作すること。制作の各段

階において必ず市の確認を得ること。 

⑧ その他制作物 

  その他、指定管理者が制作する印刷物等についても、既存の制作物と統一性が担

保されるように、アクシスフォント（Axis Font）、カラーなど、レギュレーション

を遵守したうえで制作すること。このため、指定管理者は、事務用 PC にその負担

においてアクシスフォント（Axis Font）を導入するなどの手段を講じること。 

 

（１３）訪日外国人観光客に関する業務 

① 前項（1２）③の館内案内リーフレットについて、外国語〔最低限、英語、中国語

（簡体字、繁体字）、韓国語必須〕表記のもの、また、前項（1２）①、②についても、

最低限、英語対応のものを、それぞれ翻訳も含め指定管理者の負担で制作すること。 

  また、これら以外の制作物についても、原則、英語も併記するなど外国語対応を

積極的に図ること。 

② （１１）に記載のWEB についても記載どおり、イベント開催情報等、即時性の高

い情報意外について追加、訂正がある場合には、7 か国語対応、即時性の高い情報に

ついても英語対応とし、翻訳も含め指定管理者の負担で行うこと。 

③ 訪日外国人の受け入れ環境整備の一環として、指定管理者の費用負担において無

料公衆無線 LAN 環境を整備し、公衆無線 LAN サービスを利用者に提供すること。 

  なお、公衆無線 LANサービスの選択にあたっては、訪日外国人の利用のしやすさ

を考慮すること。 

 また、公衆無線 LAN 機器の設置にあたっては、機械警備機器等と同様、来館者の

目に触れないよう配線する等、施設内美観に配慮するとともに、ウイルスソフトの
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導入等情報セキュリティについても管理すること。 

④ ①〜③も含め、訪日外国人観光客対応に関する計画について提案すること。（提

案事項） 

 

（１４）経理に関する業務 

① 指定管理者は、業務の処理に関して独立した会計帳簿及び口座を設け、経理を明

確にすること。 

   ② 指定管理者は、金銭の保管方法など、経理事務の方針や体制等のルールを定める経 

    理規定を策定し、経理事務を行うこと。 

 ③ 指定管理者は、指定期間中におけるすべての収入および支出を事由ごとに明確に 

   表示する収支計算書を作成すること。また、それに係る根拠書類を保管すること。 

④ 指定管理者は、現金及び物品の出納の記録簿を作成すること。 

⑤ 指定管理者は、業務の再委託等について、公正な契約事務を行うこと。 

⑥ 指定管理者は、毎年度、収支を明らかにする決算書及び事業報告書を作成し、市

に提出すること。 

⑦ 指定管理業務に係る経理等は、市において公表することとなるものである。 

⑧ 市が支払う経費に含まれるもの 

 ア 人件費等（人件費、職員研修費、保険料、交通費等） 

 イ ボランティア推進事業（募集、研修、管理、保険、制服等） 

 ウ 事務費（保険、事務用 PC及び事務処理システム等、公租公課等） 

 エ 管理費（定期点検費、光熱水費、保守管理費、清掃費等） 

 オ 事業費（イベント企画・運営費、映像制作費等 自主事業に係る費用は除く） 

 カ グッズ制作費（自主事業に係る費用は除く） 

 キ 飲食提供に係る経費 

 ク 広報宣伝費（館内リーフレット制作費、ホームページ更新費など） 

 ケ 修繕費 

 コ 備品・消耗品購入費 

 サ 光熱水費、通信費 

 シ その他 

 

（１５）施設及び設備の維持管理に関する業務 

  施設の保守点検業務を行うにあたり、業務計画の立案、保安管理・安全教育の実

施、業務日誌の作成・報告、保守点検作業状況の確認、法令等に基づく届出、報告、
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申請等を行うこと。 

① 施設等保守管理業務 

 ア 法令等の遵守 

業務の基準に記載のない事項については、「建築保全業務共通仕様書」（国土交

通大臣官房官庁営繕部監修最新版）を参考とし、業務を履行すること。その他法

令等に定めのあるものは、その規定に従うこと。 

イ 施設（建築物）の保守管理 

仕上げ材の浮き、ひび割れ、はがれ、かび等の発生がない状態を維持し、かつ

美観を維持すること。 

② 施設等設備保守管理業務 

 ア 保守管理 

日常点検、定期点検、法定点検等を行い、初期の性能を維持すること。 

日常的に設備の一般管理業務や運転監視業務および巡視点検保守業務、特別業

務を実施し、施設を安全かつ衛生的に快適に維持し、設備の効率的な運用を図る

こと。 

 イ 定期点検業務 

施設を安全かつ衛生的、快適に維持し、設備の効率的な運用をするために必要

に応じて実施し、必要事項について報告すること。なお、法令に定められた点検

があれば確実に遵守し、老朽化の状況や設備の特性を十分に考慮し、適切な点検

間隔で設定し、実施すること。 

③ 清掃業務及び廃棄物処理業務 

ア 施設の環境を維持し、快適な環境を保つため、清掃業務を適切に行うこと。床、

壁、扉、ガラス、鏡、什器、便器、備品、照明器具等について、場所ごとに、日

常清掃、定期清掃を組合せ、ゴミ、ほこり、汚れ、異臭等がない状態を維持する

こと。 

イ ミュージアムで発生したごみは、事業系ゴミとして指定管理者の負担により適

切に処理すること、 

ウ 施設から発生する廃棄物の発生抑制に努めるとともに、市の分別ルールに沿っ

て適切に分別を行い、資源化すること。 

エ ミュージアム内には、来館者用のゴミ箱は設置せず、ゴミ持ち帰り運動の取組

みを推進すること。 

オ 虫害防止を目的とする燻蒸処理を年１回以上行うこと。実施する場合には、薬

剤の飛散防止策など安全対策を講じること。 
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④ 電気・空調・給排水衛生設備保守管理業務 

    ア 電気設備（太陽光発電設備含む）、空調設備、給排水設備、その他機械設備等の 

      運転操作及び監視を行うこと。 

    イ 防災、防犯設備関係の機能管理を行うこと。 

    ウ 館内のトイレ等の排水に使用する水について、その一部に雨水ろ過設備を活用 

      した中水を利用している。このため、下水道料金に係る汚水排出量認定態様変 

      更届出書を市の下水道所管に指定管理者の負担において提出すること。 

⑤ 昇降機設備保守管理業務 

昇降機（１基）の運転機能を安全かつ良好に維持するため、建築基準法第１２条

第４項の規定に基づき、定期検査（法令点検）及び保守点検を計画的に行うこと。

技術員を派遣し、適切な点検とプログラム調整を行い、必要な修理又は取り替えに

よって故障を防ぎ、事故の防止と設備の耐久化を図ること。 

⑥ 電話交換機設備保守点検 

⑦ 水景設備管理業務 

  芝生広場に設置している、じゃぶじゃぶ池を含む水景設備について管理すること。

特に、本設備は子どもが主体で利用するため、残留塩素測定を適宜行い、必要に応

じ次亜塩素酸ナトリウムの補充等、水質等の衛生状態に十分留意すること。 

  また、指定管理者は、さらなる安全性向上をめざし、計画的に水景設備の石につ

いて面取りを行うこと。 

なお、じゃぶじゃぶ池の清掃についても行うこと。 

⑧ 自動ドア設備管理業務 

⑨ プロジェクションマッピング映像音響設備等保守管理業務（別紙機器一覧参照） 

 １階映像スペース設置のプロジェクションマッピング用プロジェクター（４台）、

その他映像投射設備及びシステムについて、以下の保守管理業務を行うこと。 

 なお、本設備については、市が定期点検を行うが、突発的な故障（映像プログラム

の故障、著しい映像の歪みの発生など）の場合については、指定管理者の負担により

対処すること。 

ア 動作確認・清掃（機材ラック内） 

イ 吊り物点検 

スピーカー及びプロジェクターは天井に設置された吊り物金具により固定されて

いるため、随時目視による点検を行うこと。 

ウ  予備用プロジェクターランプ購入 

プロジェクターランプ（プロジェクター１台に２本必要）は、使用時間の経過
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にともない明るさが低下し、最終的に点灯しなくなる。 

指定管理者は、突発的なランプ不良に対処できるよう、その負担において予備

用交換ランプ２本を用意すること（予備ランプは１年間で劣化するため、定期的

に交換すること）。 

なお、上記のランプは、全て純正ランプを用いること。（安価な互換ランプにつ

いては、明るさのバラツキ、破裂や耐久時間の短さ等の問題があるため、使用し

ないこと） 

⑩ マルチディスプレイ映像設備等保守管理業務（別紙機器一覧参照） 

高尾山情報を上映する３連マルチディスプレイ（６０インチ×３）について、以

下の保守管理業務を行うこと。 

  なお、本設備については、市が定期点検を行うが、突発的な故障（映像プログラ

ムの故障、取付金具の故障による著しいディスプレイの歪みの発生など）の場合に

ついては、指定管理者の負担により対処すること。 

ア 基礎点検 

動作確認・清掃（機材ラック内・マルチディスプレイ） 

イ 金具点検 

随時目視にて、ディスプレイが金具で正常に固定されているか点検すること。

異常を発見した場合は速やかに市に連絡すること。 

⑪ ２階交流施設映像音響設備保守管理業務（貸与データ機器一覧参照） 

 ２階交流施設に設置してある会議用プロジェクター、マイク等の映像・音響設備に

ついて、保守管理すること。特に、本設備については、市民ギャラリー貸出にともな

い外部団体等に利用されることも多いため、当該団体等が利用後、機器の状態を確認

するなど管理を徹底すること。     

⑫ 電動ロールスクリーン設備保守管理業務 

 プロジェクションマッピング時に視聴環境確保のために使用する遮光用電動ロー

ルスクリーン設備について保守管理すること。 

⑬ カウンターシステム保守管理業務 

 館内入り口に設置してある、カウンターシステム（来館者数計測機器）について、

保守管理すること。 

⑭ 展示品・展示什器保守管理業務 

  展示品については、虫害や人為的な破損・汚損がないよう随時監視すること。ま

た、ケースの外で展示されている動物剥製及び鳥類模型等については、定期的にブ

ラッシングをし、必要に応じてクリーニング（燻蒸含む）を実施すること。 



32 

 

  燻蒸の際には、プロジェクションマッピング映像とのおさまりを考慮し、壁面か

ら外さず処理すること。実施前に、散布薬品が来館者の健康や施設内の他展示物に

対し悪影響がないか検証し、対策を講じたうえで実施すること。 

  また、プロジェクションマッピングを行う壁面に剥製・バードカービングととも

に展示しているブナの木を模したホワイトレリーフについても、随時、点検管理す

ること 

⑮ 植栽管理業務 

  植物の種類に応じた時期・方法で適正に剪定及び刈込み、防虫防除、施肥及び敷

地内の除草を行うこと。施設内からの眺めや観光客を誘致するための植栽である点

を重視して、常に刈り込まれた外構を維持し、かつ利用者の安全な施設利用のため

に刈込みや駆除を実施する。 

  また、芝生の一部が枯れた場合、適宜植え替えることとし、常に良好な状態が維

持されるようにすること。 

  ア 周辺住民・来館者等への影響に配慮し、原則、薬剤散布は行わないこと。ま

た、やむを得ない状況により実施する場合には、周辺住民や来館者への影響が

ない安全な施工方法とすること。 

イ 台風等悪天候後の対応は、施設内のみならず周辺にも配慮し、倒木時や枝の飛

散等に対する対応を迅速に行うこと。 

⑯ 消防設備保守管理業務 

⑰ 消防法第 8 条に定める防火管理者に関する業務 

⑱ 機械警備業務及び機械警備機器保守管理業務 

 24 時間体制の機械警備体制を継続すること。 

 なお、設置済みの機械警備機器と異なる機器を設置する場合には、指定管理者の負

担において、既設機械警備機器と同程度配線が表に出ないような設置にする等、設置

方法に配慮するとともに、機械警備が作動しない空白日が生じないようにすることと

し、指定管理期間開始日には、従前と全く変わらない状態で警備ができるようにする

こと。 

   ⑲ LPG設備保守管理業務 

    施設に設置の LPG 設備を維持管理すること（通常はカフェコーナーの給湯器として

使用。緊急災害時には炊き出し等に使用を想定）。 

   ⑳ フロンガス使用機器保守点検業務 

    平成２７年４月施行改正フロン法（※）に基づく、業務用の空調機器及び冷凍冷蔵

機器の点検を行うこと。 
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    ※ 「フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律」のこと 

㉑「八王子市が設置又は管理する防犯カメラの運用に関する要綱」に基づく防犯カメ

ラの管理・運用に関する業務 

㉒ ＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置・管理業務 

 指定管理者は、総合案内にその負担においてＡＥＤを設置し、日常的な動作チェッ

クを実施するなど、適正に管理すること。設置する際には、収納ボックスの色を白（マ

ンセル値 N9.5）とするなど館内の内装と調和するよう配慮すること。 

また、職員やボランティア等に対し研修を行うこと。なお、ＡＥＤを使用した場合

は、バッテリーとパッドは新品と交換すること。 

㉓  備品・消耗品の維持管理業務 

施設の運営に支障をきたさないよう、使用状況や耐用年数等の把握を含め、備品を管

理すること。 

㉔ その他、施設及び設備の維持管理に必要な業務。 

 

（１６）備品等の管理に関する業務 

備品は物品管理簿において管理すること。市に帰属する物品管理簿と指定管理者

が管理する物品管理簿はそれぞれ別冊で管理すること。 

① 市は、ミュージアムにあらかじめ備え付けられた備品（市の所有に係るものに限

る。別紙 備品一覧）を、指定管理者に無償で使用させる。なお、指定管理者は、

その所有に係る備品を備え付けようとする場合は、あらかじめ市に報告しなけれ

ばならない。 

② 経年劣化等により業務実施の用に供することができなくなった場合、市との協議

により、必要に応じて、１件につき 5万円（消費税及び地方消費税を含む）以上

のものについては、市が自己の費用と責任において、また１件につき 5万円（消

費税及び地方消費税を含む）未満のものについては、指定管理者が自己の費用と

責任において修繕、購入又は調達するものとする。 

③ 指定管理者が故意または過失により備品等を毀損滅失したときは、市との協議に

より、必要に応じて、市に対し、これを弁償又は指定管理者の費用で当該物と同

等の機能及び価値を有するものを購入又は調達するものとする。 

④ 指定管理者が指定管理業務会計以外の自己の費用によって購入、調達した備品等

は、「物品管理簿」に記載し、市に帰属する備品等と明確に区別して管理するこ

と。ただし、市との協議 により、市に所有権を移転することは妨げない。 

⑤ 事務室に用意する PC（カウンターシステム用 PC 含む）、プリンター、コピー機、
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FAX等、事務処理に必要な機器については指定管理者の負担において用意すること。 

 

（１７）展示品の管理に関する業務 

ミュージアムが所有している展示品（アクリル封入標本、昆虫標本、図書、映像デ

ータ等）について、適切な保管、確認、点検を行い、破損や紛失がないように管理

すること。 

 

（１８）施設及び設備の維持保全及び修繕に関する業務 

① 施設及び設備の維持保全及び修繕については、指定管理者と市との間で調整の上、

指定管理者が担うこと。 

② 指定管理者及び利用者の責に負わない修繕の経費は、１件 75 万円以上（消費税

及び地方消費税を含む）のものについては市が負担するものとし、１件 75 万円

未満（消費税及び地方消費税を含む）のものについては、指定管理者が負担する

こと。 

③ 施設等の改造については、市の事由に基づいて行われる場合は市の費用により実

施するものとし、指定管理者の事由に基づいて行われる場合は、協議の上、指定

管理者の費用に基づいて実施するものとする。いずれかの事由と判別できない場

合は、協議の上、費用負担等について決定する。 

④ 中長期的な修繕計画を市が示した場合、修繕の時期や施工方法等について市と指

定管理者で協議を行い、指定管理者は修繕の実施に協力すること。 

⑤ ミュージアムの敷地内にある道路区域についても指定管理業務における管理区域

となっているため、指定管理者が路面の清掃・修繕等の管理を行うこと。 

なお、日常の点検の中で、当該区域及び隣接する市道路交通部管理課が管理する

橋（高尾新橋）に異常を発見した場合には、速やかに市に報告すること。 

 

（１９）保安警備に関する業務 

施設の秩序を維持し、事故、盗難、破損等の犯罪及び火災等の災害の発生を警戒・防

止し、財産の保全を図るとともに、来館者の安全を守るため、保安警備業務を行うこと。 

 ① 事故、犯罪、災害等の防止のため、来館者を適切に管理できる体制を構築するこ 

と。 

 ② 来館者の入退出を適切に管理すること。 

 ③ 開館記念イベント“TAKAO599 祭” 、紅葉シーズン等、来館者が殺到すると予想

される場合には、指定管理者の負担において警備員の配置や入場制限などの手段を
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講じ、来館者の安全を確保すること。 

 

（２０）災害等緊急時の対応に関する業務 

① 指定管理者は、災害時において、市が『八王子市地域防災計画』に基づき行う災害

応急活動等に協力するものとし、基本協定に定めることとする。 

【協力業務の例】 

 ・ 市が行う救助・救急活動の実施、協力に関すること。 

 ・  利用者の避難誘導等安全確保に関すること。 

  ・ 災害時要援護者に対する支援に関すること。 

 ・ ミュージアムに避難した住民等の援護救援に関すること。 

 ・ 前各号に掲げるもののほか、市が協力要請をした事項。 

②  市の要請に基づき、協力業務を指定管理者が実施した場合、市が必要と認めた費用

は、市が負担するものとする。指定管理者は、協力業務終了後、当該業務に要した

費用を市に請求するものとする。 

③ 大規模災害発生時には、帰宅困難者が発生することが見込まれる。ミュージアムは、     

観光客を主な対象とした一時滞在施設であることから、展示什器を収蔵庫に片付け

る等の処置を講じ、観光客を受け入れること。 

    ④ ミュージアムが観光客向けの一時滞在施設であることを周知するため、警察署、消

防署、地域住民等と連携した観光客向けの防災、災害対応イベントを実施すること。 

   ⑤ 休日、休業時等の災害等緊急事態に対応できるよう、緊急連絡網を作成すること。 

   ⑥ 緊急時、訪日外国人観光客に対し、多言語化した緊急時アナウンスを行うなど対策

を講じること。 

   ⑦ 施設内の防災倉庫には、非常用食品や毛布といった防災グッズが格納されているた

め、日頃からこれらの備蓄品の把握を行い、非常時に活用できるようにすること 

⑧ 台風や大雪などが見込まれる場合については、周辺施設の情報把握や SNSや WEB   

を通じた情報発進に努めるとともに、来館者の安全を確保すること。 

 

（２１）その他のミュージアムの管理運営に必要な業務 

① 施設の運営に著しい障害が発生したときは、速やかに市に報告し対応策を講じるこ

と。 

② 業務日報等を作成し、スタッフ間での業務の引き継ぎ等を確実に行うこと。 

③ ミュージアムの利用承認を、条例に基づき、公平かつ公正に行うこと。なお、条例 

第１２条各号のいずれかに該当する場合は、承認をしないこと。 
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④ 管理上支障があると認められる場合（条例第１１条及び第１２条各号のいずれか

に該当する場合に限る。）は、施設等の利用を制限し、利用の承認を取消し、若し

くは入場を拒否し、又はミュージアムからの退場を命ずることができる。 

⑤ 指定管理者は、八王子市情報公開条例（平成 12年八王子市条例第 67号）の趣旨

に則し、管理業務に関して保有する情報の公開を行うために必要な措置を講ずる

よう努めること。 

⑥ 指定管理者は、管理業務の範囲内で、個人情報（八王子市個人情報保護条例（平

成 16 年八王子市条例第 33 号）第 2 条第 1 号に規定する個人情報をいう。以下

同じ。）の保護に関し市長と同様の責務を有するものとし、市長の指示に従い、個

人情報の保護のために必要な措置を講ずること。 

⑦ 指定管理者が、自主事業を実施する場合は、あらかじめその内容を市に報告する

こと。 

⑧ 施設内（敷地含む）は禁煙とすること。 

⑨ 電力、水、熱供給等については、運転・点検等に関する検討を行い、光熱水費の

削減に努めること。 

⑩ 飲食物の販売など、許認可の取得や届出を必要とする場合は、指定管理者の責任

及び費用において手続を行うこと。また、指定管理者が市に対してこれらの手続

に関する協力を求めた場合、市は必要な資料の提出その他について協力するもの

とする。 

   ⑪ ミュージアムには、自動販売機を設置しないこと。 

⑫ 平成 29 年８月 11 日より募金が開始となった高尾山応援基金について、募金箱の

設置、寄付付きグッズの開発・販売、高尾山応援基金運営協議会への参加等、様々

な形で協力すること。 

⑬ 管理業務の円滑な引継ぎに関して、指定管理期間の終了時に他の事業者に管理を    

交代する場合は、事業の継続性に支障が生じないよう、管理業務の引継ぎを行う

こと。 

⑭ 遺失物の取り扱いについては、遺失物法等の関連法令に従い適切な取り扱いを行

うこと。  

      ⑮ 管理運営上、疑義が生じた場合には、市と協議の上、実施すること。 

 

９ 報告業務等について 

 （１）実績報告 

   指定管理者は、毎月、速やかに前月の実績報告を行うこと。 
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 （２）事業報告 

指定管理者は、会計年度終了後、６０日以内に管理業務の実績、利用状況、利用料金

の収入実績、管理に係る経費の収支状況などの事業報告書を提出すること。 

（３）立ち入り検査について 

市は必要に応じて、施設、物品、各種帳簿等の立ち入り検査を行うことができる。 

 

１0 業務の再委託の制限等 

指定管理者は、飲食、清掃、点検、警備といった個々の業務を第三者に委託して実施す

ることは差し支えない。ただし、指定管理業務の全部または、使用許可権限や運営管理に

関する主体的な業務を再委託することはできない。 

 

１1  リスク分担（市と指定管理者との責任の分担） 

市と指定管理者のリスク分担はリスク分担表（ｐ41〜ｐ43）のとおりとする。ただし、

基本協定締結時に改めて市と協議の上、内容を決定するものとする。また同表に定める

事項に疑義が生じ、又は同表に定める事項以外の不測の事態が生じた場合は、市と指定

管理者が協議の上、リスク分担を定めるものとする。 

 

12 損害賠償 

（１） 指定管理者は、本業務の実施について、自己の責に帰すべき理由により市又は第三 

   者に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならないものとする。 

（２） 指定管理者の責に帰すべき理由により指定管理者の指定が取り消された場合におい

て市又は第三者に損害を与えたときは、その損害を賠償しなければならないものとす

る。 

 （３）損害賠償額は、市と指定管理者が協議の上、定めるものとする。 

 

13 保険 

ミュージアムの管理運営業務を実施するにあたり、指定期間中において指定管理者が

加入しなければならない保険は次のとおり。 

（１）指定管理者を被保険者、市を追加被保険者とする施設賠償責任保険（第三者賠償保

険を含む。） 

  ① 施設 

  ② 動産（展示物） 

  ③ イベント（各種イベント） 
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（２）ミュージアムのボランティアに対応したボランティア活動保険 

（３）その他指定管理者が必要と認める保険 

 ※ 市は、建物総合損害共済事業（全国市有物件災害共済会）及び全国市長会市民総合賠 

  償保険補償保険（全国市長会）に加入している。 

 

 14 業務の引継ぎ 

（１） 現在の指定管理者からの業務引継ぎは、指定管理期間開始後に事業に滞りなく確   

   実な業務遂行を行うための準備行為であるため、市が支払う経費には含めないもの  

   とする。 

    なお、６・（３）で提示している指定管理料の上限額には、指定管理期間開始後

に支払う、初年度に新たに必要となる物品等の経費を含めて積算している。 

（２） 指定管理業務の開始日平成 30年８月 11日の前日が、休館日のため、当該日に  

   事務機器、機械警備機器の入れ替えなど、８月 11 日から、従前のサービス水準と 

   遜色ない運営を行うために必要な業務を行うこと。 

なお、当日は、開館記念山の日イベント”TAKAO599 祭“の準備を想定した休館日

でもあるため、当該イベントの準備も含め、計画的に準備を進めること。 

（３） 協定期間が終了した場合、及び自治法第 244 条の 2 第 11 項の規定により指定

を取り消された場合は、ミュージアムの管理運営が遅滞なく円滑に実施されるよう、

後任の指定管理者等に対して業務の引継ぎを最大限の努力をもって行うものとする。 

 

15 情報セキュリティ 

  「八王子市指定管理者における情報セキュリティガイドライン」に基づき、指定管理

者において、セキュリティ対策を図ること。 

 

16 緊急時の対応 

  管理運営業務の実施に関連して事故や災害等の緊急事態が発生した場合、指定管理者

は速やかに必要な措置を講じるとともに、市を含む関係者に対して速やかに通報するもの

とする。また、事故等が発生した場合、指定管理者は市と協力して事故等の原因調査に当

たるものとする。 

 

17 個人情報保護 

（１） 本業務を実施するために個人情報を取り扱う場合は、次のとおり個人情報の適正

な管理のために必要な措置を講じるほか、個人情報の保護に関する法律(平成 15年
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5 月 30 日号外法律第 57号)、八王子市個人情報保護条例（平成 16 年八王子市条例

第 33号）及びその他の関係法規等を遵守するものとする。 

① 秘密等の保持 

指定管理者は本協定の履行に関して知り得た個人情報の内容を他に漏らしては

ならない。  

② 第三者への委託の禁止又は制限 

指定管理者は、個人情報を取り扱う事務の処理は自ら行うものとする。ただし

市の承諾を得たときは、この限りでない。 

③ 目的以外の利用等の禁止 

指定管理者は、管理運営業務を実施するため市から貸与され、又は指定管理者自

らが収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を本業務の目的以外

に利用し、又は第三者に提供してはならない。 

④ 複写又は複製の禁止 

指定管理者は、管理運営業務を実施するため市から貸与され、又は指定管理者

自らが収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を市の承諾なく複

写又は複製してはならない。 

⑤ 返還義務等 

指定管理者は、管理運営業務を実施するため市から貸与され、又は指定管理者自

らが収集し、若しくは作成した個人情報が記録された資料等を本業務完了後、速や

かに市に返還しなければならない。 

⑥ 事故報告義務 

指定管理者は、管理運営業務を実施するため市から渡された個人情報の内容を

漏えい、き損又は滅失した場合は、市に速やかに報告し、その指示に従わなけれ

ばならない。 

（２） 指定管理者は個人情報保護の規程の整備に努めるものとする。 

（３） 個人情報の保護については、協定期間が満了し若しくは指定を取り消された後に

おいても遵守するものとする。 

 

18 地域との連携及び協働 

管理運営業務の実施にあたり、地域住民との連携及び協働を図り、地域の実情に即した

事業運営に努めるものとする。 

 

19 環境対策 
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（１） 本業務の実施にあたり、省エネルギー、省資源、ゴミ減量化・リサイクル、グリー

ン調達において「環境にやさしい八王子市役所エコアクションプラン」と同等の取組

みを行い、環境配慮行動に取り組むものとする。 

（２） ディーゼル車を使用し、又は使用させる場合は、「都民の健康と安全を確保する環境

に関する条例（平成 12 年東京都条例第 215号）」他、各県条例に規制するディーゼル

車規制に適合する自動車とする。 

 

20 障害者への合理的配慮に対する対応 

指定管理者は、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」及び「障害のある人も

ない人も共に安心して暮らせる八王子づくり条例」を遵守し、障害者に対して不当な取扱い

をしないよう必要な対策を講じること。その際、障害者への合理的な配慮を行う手法として

『八王子市指定管理者における差別解消に向けたガイドライン』を参考に、想定される事案

については具体的な対応方法を定めるものとする。 

 

21 業務を実施するにあたっての注意事項 

業務を実施するにあたっては、次の項目に留意して業務を円滑に実施すること。 

（１） 公の施設であることを常に念頭に置いて、公平な運営を行うこととし、特定の個人、     

団体等に有利あるいは不利になる運営を行わないこと。 

（２） 指定管理者が、施設の管理運営にかかる各種規定、要綱等を作成する場合は、市と   

    協議を行うこと。 

（３）各種規定等がない場合は、市の諸規定に準じて、あるいはその精神に基づいて業務を    

実施すること。 

（４）指定管理者は、この水準書に規定するもののほか、指定管理者の業務の内容及び処理   

について疑義が生じた場合は市と協議して決定すること 
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「リスク分担表」 

・ 本表は、リスク分担の全体像を俯瞰できるように一覧形式にまとめたものである。 

・ 本表に定める事項で疑義がある場合、また本表に定めのないもの、本表に定める事項以

外の不測の事態が生じた場合は、市と指定管理者が協議の上リスク分担を決定する。 

（甲：市  乙：指定管理者） 

区分 リスクの種類 リスクの内容 甲 乙 甲乙協議 

準 

備 

段 

階 

応募手続き 応募費用の負担に関するもの  ○  

募集要項 募集要項（関連資料を含む）の誤りによるもの ○   

準備手続き 
指定期間開始期における準備（引き継ぎ）費用の負担に関

するもの 
 ○  

事 

情 

変 
更 

法令等の変更 管理運営にかかる法令変更   ○ 

税制度の変更 

消費税率の変更   ○ 

法人税・法人市民税率の変更  ○  

上記以外で管理運営に影響する税率の変更   ○ 

物価変動 

人件費・物品費等の物価変動に伴う費用負担に関するもの  ○  

著しい物価変動が発生した場合   ○ 

金利変動 金利変動に伴う費用負担に関するもの  ○  

需要変動 当初の需要見込みと実施結果との差異によるもの  ○  

不可抗力 

テロ、暴動、天災等の不可抗力による管理運営の変更・中

断等に伴う費用に関するもの 
  ○ 

テロ、暴動、天災等の不可抗力による施設・設備の復旧費

用に関するもの（合理性が認められる範囲） 
○   
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区分 リスクの種類 リスクの内容 甲 乙 甲乙協議 

業 

務 

執 

行 

業務内容の変更 

甲の指示により業務内容変更による経費の増加に関するも

の 
○   

乙の帰責事由により経費の増加に関するもの  ○  

災害応急活動 甲の要請に基づき乙が協力業務に要した費用に関するもの ○   

一部委託 
乙が甲の承認を得て、業務の一部を委託した場合に生じた

損害や経費の増加に伴うもの 
 ○  

債務不履行 

甲の協定内容の不履行に伴うもの ○   

乙の協定内容の不履行に伴うもの  ○  

第三者賠償（※1） 

乙の帰責事由により第三者へ損害を与えた場合  ○  

上記以外の場合 ○   

保険への加入（※2） 

施設等に係る火災保険及び災害保険への加入 ○   

市が所有、管理、使用する施設の瑕疵等や業務遂行上の過

失に起因する事故について、市に法律上の賠償責任が生じ

ることで被る損害に係る賠償責任保険への加入 

○   

利用者に係る傷害保険及び賠償責任保険への加入  ○  

運営リスク 

管理上の瑕疵による施設・設備・備品による事故や火災等

による臨時休館等に伴うリスク 
 ○  

管理上の瑕疵によらない施設・設備・備品の不備による事

故や火災等による臨時休館等に伴う運営リスク 
  ○ 

事故・利用者からの苦情及び利用者間トラブルの対応   ○ 

資料・展示品等の損

傷 

指定管理者としての注意義務を怠ったことにより損害を与

えた場合 
 ○  

上記以外の場合 ○   

セキュリティ 警備不備による情報漏えい、犯罪発生等  ○  
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（※１） 

ア．指定管理者の故意又は過失により、市又は第三者に損害を与えた場合、原則として指定管理

者が損害賠償責任を負う。 

イ．上記のアにより発生した損害について、市が第三者に対し賠償を負った場合は、市は当該賠

償額及び賠償に伴い発生した費用を指定管理者に対して求償できる。 

（※２） 

 ア．指定管理者は、上記に定める自らのリスクに対応して、適切な範囲でレジャー・サービス施

設費用保険等に加入するなど、損害賠償責任等の履行確保のための措置を講じること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

区分 リスクの種類 リスクの内容 甲 乙 甲乙協議 

財 

産 

管 

理 

施設瑕疵 施設・設備に隠れた瑕疵が発見された場合に関するもの ○   

施設損壊・損傷・劣

化 

乙の帰責事由により施設設備などの損壊・損傷・劣化に関

するもの 
  ○  

上記以外の事由により施設設備などの損壊・損傷・劣化に

関するもの 
○    

備品等の損壊・損

傷・盗難 

乙の帰責事由による場合  ○  

上記以外の場合 ○   

施設等の修繕 

施設等の大規模な修繕（資産価値の向上又は耐用年数の延

長につながるものをいう。） 
○   

上記以外のもの  ○  

事 

業 

終 

了 

指定の取り消し 

乙の帰責事由により指定を取り消し、又は期間を定めて管

理業務の全部又は一部の停止を命じた場合に関するもの

（乙の損害・損失及び乙の甲又は第三者への賠償も含む） 

 ○  

事業終了・引継ぎ 事業終了時の現状復帰、業務引継ぎに関するもの  ○  


